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PRESS RELEASE 

 

 

東京大学 

 

ドレナージ後早期の壊死物除去が 

急性膵炎後の被包化膵壊死（WON）の治療期間を短縮する 

――WONDER-01 試験により明らかに―― 

 

発表のポイント 

◆急性膵炎後の被包化膵壊死(walled-off necrosis; WON)への内視鏡治療において、ドレナー

ジ後早期の壊死物質除去（内視鏡的ネクロセクトミー）が偶発症を増やすことなく治療期間

を短縮することを世界で初めて証明しました。 

◆今までに前向き比較試験にて急性膵炎後 WON への早期の壊死物質除去（内視鏡的ネクロセク

トミー）が治療期間を短縮することは証明されていませんでした。 

◆未だ死亡率が 10%かそれ以上の難治性疾患である急性膵炎後 WON の治療に関して、治療期間

短縮による治療成績の改善効果、救命率の改善効果が期待されます。 

 

 

急性膵炎後 WON と WON に対する内視鏡治療 

 

概要 

東京大学医学部附属病院消化器内科の齋藤友隆助教と東京女子医科大学消化器内科の中井陽

介教授らによる研究グループ（the WONDERFUL study group）は、急性膵炎後の被包化膵壊死

(walled-off necrosis; WON)(注 1)への内視鏡治療において、ドレナージ後早期の壊死物質除

去（内視鏡的ネクロセクトミー）（注 2）が偶発症を増やすことなく治療期間を短縮することを

世界で初めて明らかにしました（図 1）。  
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図 1：2 群の治療期間の比較 

早期ネクロセクトミー群の方が有意に治療期間が短縮された。 

 

急性膵炎後 WON は難治性疾患で長期の治療期間を要し、死亡率も未だ 10％程度にも達すると

もいわれています。本研究成果により、急性膵炎後 WON の治療においてドレナージ後早期に壊

死物除去（内視鏡的ネクロセクトミー）を行うことで治療期間が短縮し、治療成績や救命率の

改善につながることが期待されます。 

 

発表内容 

これまでの先行研究では、急性膵炎後 WON への内視鏡治療において、ドレナージ後早期の壊

死物質除去（内視鏡的ネクロセクトミー）が治療期間を短縮するという結果が後ろ向き研究で

は報告されていました。しかしそれを前向き比較試験で検討したものはありませんでした。 

この度、東京大学医学部附属病院消化器内科の齋藤友隆助教と、東京女子医科大学消化器内

科の中井陽介教授らによる研究グループ（the WONDERFUL study group）は、急性膵炎後 WON へ

の内視鏡治療において、ドレナージ後早期の壊死物質除去（内視鏡的ネクロセクトミー）が偶

発症を増やすことなく治療期間を短縮することを多施設共同前向き比較試験（急性膵炎後の被

包化壊死に対する超音波内視鏡下ドレナージ後の治療戦略を検討する多施設共同無作為化比較

試験；WONDER-01 試験）により明らかにしました。本臨床試験では、急性膵炎後 WON に対する

内視鏡でのドレナージ治療を受けた 70 名の患者を、ドレナージ治療後早期に壊死物質除去（内

視鏡的ネクロセクトミー）を実施する群（早期ネクロセクトミー群：33 名）と従来どおりの方

法で治療を行う（step up 治療）群（従来（Step-up）群：37 名）に無作為に分け、壊死物の塊
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のサイズの減少（3 ㎝以下）と炎症マーカーの改善がみられるかどうかを評価しました。早期

ネクロセクトミー群は従来（Step-up）群よりも短期間で臨床的成功（壊死物サイズの減少（3

㎝以下）と炎症マーカーの改善）を達成しました（図 1）。また、全例で内視鏡的ネクロセクト

ミーを行っている早期ネクロセクトミー群と従来（Step-up）群のうち内視鏡的ネクロセクトミ

ーを受けることになった 46％の患者群では、内視鏡治療（超音波内視鏡下ドレナージ、内視鏡

的ネクロセクトミーや内視鏡下ステント位置調整・交換などを含む）を行うことによる有害事

象の発生率は同程度であり、有意差は認められませんでした。 

急性膵炎後 WON は致死率が未だ 10%程度あり長期入院が必要な難治性疾患で、希少疾患なた

めに治療の標準化がなされていません。今回の研究で治療期間の短縮による治療成績の改善・

予後改善につながり、難治性疾患治療の研究の発展に寄与することが期待されます。 

 なお、本研究は東京大学大学院医学系研究科・医学部倫理委員会の承認のもと実施されまし

た。 

 

【WONDER-01 試験参加施設（23 施設）】 

東京大学、富山大学、順天堂大学、岐阜大学、兵庫医科大学、近畿大学、神戸大学、金沢医科

大学、岐阜県総合医療センター、岐阜市民病院、埼玉医科大学総合医療センター、大阪医科薬

科大学、帝京大学附属溝口病院、鹿児島大学、愛知医科大学、北海道大学、香川大学、千葉大

学、友愛医療センター、亀田総合病院、日本大学、三重大学、聖マリアンナ医科大学 
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用語解説 

（注 1）急性膵炎後の被包化膵壊死(walled-off necrosis; WON) 

重症急性膵炎の強い炎症の影響により膵臓および膵臓周囲の脂肪が壊死物質に置き換わること

で、膵炎後合併症として発生することがあります。しばしば細菌感染によるや発熱や腹痛など

の症状を来たし、感染を合併した場合は抗生剤のみで改善することもありますが、改善しない

場合は内視鏡でのドレナージ治療や WON 内部の壊死物質除去（ネクロゼクトミー）を行います。 

 

（注 2）壊死物質除去（内視鏡的ネクロセクトミー）（注 2） 

内視鏡を胃・十二指腸から WON に挿入し、内部に溜まった壊死物質を直接除去する治療法です。

WON 内部の固形成分である壊死物質が多量の場合、内視鏡でのドレナージを行っても十分な効

果を得られないことがあり、そのような場合に従来は step up 治療として行ってきました。治

療は WON 内部の壊死物質の大部分がなくなるまで継続します。 

 

問合せ先 

<研究内容について> 

東京大学医学部附属病院 消化器内科 

 助教 齋藤 友隆（さいとう ともたか） 

 

<機関窓口> 

東京大学医学部附属病院 パブリック・リレーションセンター 

担当：渡部、小岩井 

Tel：03-5800-9188（直通） E-mail：pr@adm.h.u-tokyo.ac.jp 


